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研究分野：臨床心理学 
科研費の分科・細目：心理学・臨床心理学 
キーワード：教師，バーンアウト，メンタルヘルス，プロセスモデル 
 
１．研究計画の概要 
(1) 学校現場における問題行動は多岐にわた
り，様々な外部機関との連携が求められ，教
師は学校内，学校外を問わず，かけずり回っ
ているというのが現状だといえる。そのよう
な中，教師の病気休職者数は増加の一途をた
どり，病気休職者数における精神疾患におけ
る休職者は６割を超え，教師の精神的健康改
善は早急に対応するべき問題であると言え
るだろう。教師の精神的健康については，バ
ーンアウトに関する研究があげられる。わが
国の教師を対象にしたバーンアウト研究自
体が，他の対人援助職（医師，看護士など）
に比べれば極端に少ないことは事実であり，
バーンアウト尺度(マスラック・バーンアウト
尺度)の因子構造についても一貫した結果が
得られていない。そこで本研究においては，
まず小，中学校それぞれにおけるバーンアウ
ト尺度の因子構造について明らかする。 
 
(2) バーンアウトに陥る前に歯止めをかける
ためにも，バーンアウトのプロセスを明らか
にする必要があるものの，教師におけるプロ
セスモデルの検討は，まだまだ少ないのが現
状である。横断的研究はみられるが，プロセ
スを検討する上で，縦断的研究を行う必要が
あるといえる。そこで本研究ではバーンアウ
トのプロセスについて，縦断的研究を行いモ
デルの検討を行う。 
 
(3) 以上の結果をふまえたバーンアウト低減
のための介入を行い，バーンアウト予防のた
めの手だてを明らかにする。 

 
２．研究の進捗状況 
(1) 540 名の小学校教師から得られた回答を

元に，バーンアウト尺度の因子的妥当性を検

討したところ，「情緒的消耗感」，「個人的達

成感の後退」，「脱人格化」の 3 因子モデルが

もっとも高い適合度を示した。小学校教師に

おけるバーンアウトは 3つの因子で説明する

ことが適切であることが示唆された。 
また，3 つの異なる地域の中学校教師 1，

313 名を対象に調査を実施し，バーンアウト

尺度と短期的ストレス指標である SRS-18 に

回答を求めた。その結果，確認的因子分析及

び SRS-18 との関連から，中学校教師のバー

ンアウト状態は，情緒的消耗感，脱人格化，

個人的達成感の後退の 3 因子から捉えるこ

とが最も適切であることが確認された。この

ように，小・中学校教師におけるバーンアウ

ト尺度の因子構造については，小学校，中学

校ともに 3因子構造が適切ではないかという

結果がみられた。 
 
(2) バーンアウトのプロセスについては，小
学校，中学校教師において，年間 3 回調査を
行い，同一調査協力者における推移を検討し
た。小・中学校の校長会において研究の趣旨
と目的を説明し理解と協力を得るなど，調
査・回収方法を工夫し，調査対象者を幅広く
求めた。その結果，A 市内に勤務する教師の
8 割～9 割から回答を得ることができた。そ
の際，データの秘匿性については充分配慮を
行った。バーンアウト得点を調べた結果，小
学校，中学校の教諭においては，個人的達成
感の後退が著しく進んでおり，脱人格化得点
もやや高いという結果が得られた。学校現場
においてメンタルヘルスの悪化は深刻だとい
えるだろう。その中でも小学校よりも中学校
の教諭の方がバーンアウト得点は高いという
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結果がみられた。管理職のバーンアウト得点
は教諭の結果よりも低く，メンタルヘルスは
保たれていることが示された。 
 
(3) 先行研究や現在までの研究結果から，教
師自身が多忙な中で自分自身の状態をチェ
ックし，どう対応したらよいか振り返ること
が重要なのではないかと考えられる。そこで，
バーンアウト低減のために，web 上で簡便に
チェックできるバーンアウトのアンケート
の作成を行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
 現在までの達成度としては，小・中学校の
バーンアウト尺度の因子構造を明らかにす
ること，バーンアウトのプロセスを明らかに
することの 2 つの目的は達成されている。予
防のための介入や手立てを今後行う必要が
あることからおおむね順調とした。 
 
４．今後の研究の推進方策 

web 上でのバーンアウト尺度を多数の小，
中学校の先生に実施してもらい，同時に病的
な水準であるか判断が明確となっているア
ンケートも同時に行い，バーンアウト尺度の
妥当性，信頼性をより高める。現在バーンア
ウト尺度は，他の職種での調査結果をもとに
メンタルヘルスが危険な状態にあるかどう
か，目安となる得点が示されているだけであ
る。そこで，バーンアウト尺度の点数が教師
においてはどの程度高いと危険な水準にあ
るか，明確にすることを目的とする。さらに
は，現職の小学校・中学校教師に半構造化面
接を行い，有効な予防策，介入策のプログラ
ムを作成する。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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